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～初動体制の確立を再確認！～
情報伝達演習を実施しました。
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　平成２３年５月１９日に雲仙復興事務所では、梅雨や台風期に備えた情報伝達演習を実施し
ました。今回の訓練は、土砂災害によって住民や管理施設に重大な被害を及ぼすことを想定
し、関係機関との連絡体制を改めて確認するものでした。
　当日は、水無川水系赤松谷川で大規模な土石流が発生したと想定し、砂防施設（道流堤）が
破損し、周辺住民に避難勧告が発令されたことを受けて、関係機関との情報連絡や災害現場へ
カメラ車を出動し、現地からの映像をもとに応急復旧対策を決定するまで、各自が何をすればい
いのか考えて行動し、組織として情報共有をしながら対応しました。
　実際の災害対応では初動体制の確立が重要であるため、今回の訓練は初動対応の業務を再
確認しましたが、時間を要した場面もあったので、さらなる防災体制の質的な向上を目指して頑
張っていきます。

応急復旧対策の検討の様子
　

土砂災害に有効なレーザー測定機の「ベ
クター」の実演も行いました。
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